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【公開日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-037
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月9日(2019.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物のセグメンテーションを行う画像処理装置の作動方法であって、
　前記対象物を含む３次元画像の各軸の縮小率を取得するステップと、
　前記取得した縮小率に基づいて、各軸の前記対象物のスケールが近づくように前記３次
元画像を変換するステップと、
　前記変換された３次元画像において、前記対象物のセグメンテーションを行うステップ
と、
　前記セグメンテーションされた対象物を含む前記変換された３次元画像に対して、前記
変換の逆変換を行うステップと、
　を備えることを特徴とする画像処理装置の作動方法。
【請求項２】
　前記３次元画像を変換するステップは、
　前記３次元画像の各軸をその他の軸から独立して変換することを含むことを特徴とする
請求項１に記載の画像処理装置の作動方法。
【請求項３】
　前記変換において、前記３次元画像の各軸に異なる縮小率が適用されることを特徴とす
る請求項２に記載の画像処理装置の作動方法。
【請求項４】
　前記逆変換を行うステップは、前記変換された３次元画像の各軸を、前記縮小率の逆数
に基づいて変換することを含むことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
画像処理装置の作動方法。
【請求項５】
　前記３次元画像を変換するステップは、
　画素のピッチが等方である前記３次元画像を、前記画素のピッチを非等方にすることに
より、各軸の前記対象物のスケールが近づくように前記３次元画像を変換することを含む
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置の作動方法。
【請求項６】
　前記対象物は、少なくともリンパ節、病変、腫瘍及び結節より成る群のうちの１つであ
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ることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置の作動方法。
【請求項７】
　対象物のセグメンテーションを行う画像処理装置であって、
　前記対象物を含む３次元画像の各軸の縮小率を取得する取得手段と、
　前記取得した縮小率に基づいて、各軸の前記対象物のスケールが近づくように、前記３
次元画像を変換する手段と、
　前記変換された３次元画像において、前記対象物のセグメンテーションを行う手段と、
　前記セグメンテーションされた対象物を含む前記変換された３次元画像に対して、前記
変換の逆変換を行う手段と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の一態様によれば、対象物のセグメンテーションを行う画像処理装置の作動方法
であって、
　前記対象物を含む３次元画像の各軸の縮小率を取得するステップと、
　前記取得した縮小率に基づいて、各軸の前記対象物のスケールが近づくように前記３次
元画像を変換するステップと、
　前記変換された３次元画像において、前記対象物のセグメンテーションを行うステップ
と、
　前記セグメンテーションされた対象物を含む前記変換された３次元画像に対して、前記
変換の逆変換を行うステップと、
　を備える画像処理装置の作動方法が提供される。
　本発明の第１の態様によれば、対象物分割の方法であって、当初ボリューム中の対象物
の表面を推定するステップと、規則的形状の（好ましくはほぼ球形の）面をレンダリング
するために対象物の表面を変換するステップと、対象物を背景ボリュームから分離するた
めに、ほぼ球形の面を処理するステップと、ほぼ球形の表面を当初の対象物の表面に逆変
換するステップと、当初ボリュームから対象物に対応するボリュームを抽出するステップ
とを備える方法が提供される。
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